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子どもたちの持つ良さを見つめたい
輝く笑顔が印象的でYMCAでのリーダー名が「すまいるリーダー」

だと聞くと誰もが納得しそうな緒方玲奈さんは社会人�年目。大学
では児童教育や特別支援教育について学び、「学校の先生を目指し
ていた」という緒方さんですが、�月から勤務しているのは阿蘇郡高
森町を拠点に多機能型障がい児通所事業所や「森のようちえん」、
自然体験教室などを運営している一般社団法人solです。「大学の
同級生の中で教員にならなかったのは私だけ。勇気がいりました」
と笑う緒方さんはなぜ周りと違う道を選んだのでしょうか。

「きっかけは大学�年と�年生の秋に行った教育実習でした」。夢への第一歩
である実習ですが、教師として「常に正しくあるべき」という強い責任感と義務
感に襲われた緒方さんは、次第に「自分は建前で子どもたちに接しているの
では」と感じるようになりました。「うまく立ち回ろうとしていたんですよね」と
当時を振り返る緒方さん。学校教育の大切さを感じながらも「つくった自分で
はなくて、ありのままの自分として子どもたちと接したい」という想いが強く
なったと言います。「特別支援学級の子たちや学校に息苦しさを感じている様
子の子どもたちと接した経験も大きかったです。一人ひとりの持つ良さを引き
出してあげるにはどうしたらよいのか。どうしたら子どもたちがこの世界で生
きていける力を育てることができるのかと考えるようになりました」。

新たな活動拠点に期待をもって
それまで描いていた将来像が揺らいでいた大学�年生の冬に出合ったのが

YMCAでのリーダー活動でした。「大学の後輩がYMCAでリーダー活動をして
いました。不登校の子どもたちの居場所づくりを目指す 『ぷらっとほーむ』を
始める時に声をかけられたんです」。

����年の�月に特別プログラムとしてスタートしたぷらっとほーむは����
年�月から毎週の活動に。やがて月
に�回、子どもたちがグループ活動を
行う野外活動クラブにも関わるよう
になりました。緒方さんが目指すの
は、皆が生き生きと過ごせる居場所
づくり。「子どもたちには、自分の本
当の想いを伝えることを大切にして
います」。リーダー活動は自分を見つ
める時間にもなったと言います。

YMCA本館で運営していたぷらっとほーむの拠点がこの春からYMCA東部
センターにかわったことに緒方さんは新たな可能性を感じているそうです。

「この前、東部センターでの活動に参加したばかりです。住宅街の中で近くに
学校があって、地域とのつながりをいっぱいつくれそうだと期待しています。ぷ
らっとほーむの参加者とリーダーたちだけでつくる世界もよいけれど、子ども
たちには様々な人とのつながりの中で育っていってほしいですね」。

社会人としてのYMCAとの関わり
教員という目標を失い、悩んだ末に緒方さんが就職先に選んだのも、子ど

もたちと向き合いながら地域の人とのつながりをつくる現場。今、緒方さんは
阿蘇の大自然の中で子どもたちと毎日を過ごしています。社会人になり、これ
までと同じようなリーダー活動は難しくなる中、「それでもYMCAと関わってい
きたい」と考えた緒方さんはある決断をしました。YMCAを支える国際的なボ
ランティア団体であるワイズメンズクラブのメンバーになることです。

緒方さんが入会したのは県内に��あるワイズメンズクラブの中の一つであ
る八代ワイズメンズクラブです。他のメンバーは緒方さんより年上ばかりで、中
には��年以上にわたり活動を続ける人も。「私から見ると『すごい人たち』で
す。学生の時から交流があり、私たちリーダーの活動を支えてくださっているこ
とを知りました。ずっとありがたいと思っていたんです」。ワイズメンズクラブと
いう立場であれば、これからもリーダーたちを支えていけるのではと考えたそ
う。「�月の入会式で皆さんの前でワイズメンズクラブのメンバーとしての誓い
を宣誓した時はシャキッとなりました。ボランティア活動を通して、自分の知ら
ない世界に目を向けたい。そうして自分の力でできることをちょっとずつ広げ
ていけるのかなと思っています」。社会人としての第一歩とともに、YMCAとの
関わりも新たな歩みを進めた緒方さん。ワイズメンズクラブとユースがより深
いつながりをもつための架け橋となってくれることでしょう。
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ぷらっとほーむ・野外活動クラブ ユースボランティアリーダー
八代ワイズメンズクラブ 緒方 玲奈 さん

Pickup
YMCAの保育園、
幼稚園、幼児園で
春の遠足、交流会を
行いました

熊本五福幼稚園 水前寺幼稚園 永草保育園



私たちにとっての日常とは何か
～ウイズコロナの時代に生きること～

�月�日から、新型コロナが�類感染症へ移
行されました。私たちにとっては、たいへん大き
な変化ですので、様々な葛藤も生まれているよ
うです。街中での行動、教室内での行動、会合や
食事会での行動、そして家庭内での行動など
皆さんの周辺は如何でしょうか。

熊本YMCAの地域センター、事業、学校の様
子から少し変化を感じています。専門学校、幼

稚園、また国や行政との確認が必要な保育園、
幼児園などは、ガイドラインに沿った毎日の過
ごし方を提示しつつ、学生、会員、職員の皆さん
もそれぞれに変化を受け入れようとされてい
ます。�月に入国されたばかりの日本語学校の
留学生の皆さんは、日本の生活に慣れること
に精一杯なのか、お互いにフラットな関係で、
比較的落ち着いて過ごされているようです。一
方で、プールに通う水泳クラスの子どもたち
は、元気いっぱいですし、こどもえいごや体操、
ダンスの子どもたちも徐々に、以前の姿に戻っ
ていっているようです。また、成人ウエルネスの
水泳、ヨガ、ダンス、エアロ、ストレッチなどの皆
さん、成人英会話をはじめとする外国語クラ
ス、歌声広場の皆さんも様々です。私たち日本
人は、同調することが多いので、右に倣えとい
うことにもなるのでしょうが、これからの��世

紀の半ばを迎えていく中で、再び、困難な時代
がやってきた時には日本人だけで同調すること
は難しく、多様性を受け入れつつ、共生の道を
探ることが大切なテーマとなってくるでしょう。

今回のパンデミックを経験して、私たちは多
くの事を学びましたが、歴史は繰り返しますの
で、次の困難な時代になった時に、この教訓が
生かされるように願っています。

まもなく、素敵な夏がやってきます。子どもた
ちだけでなく、YMCAに集う、全ての皆さんが夏
を満喫し、今まで以上に自己実現ができて、大
切な時間となるように祈っています。夏休みに
は、子どもたちがプールや体操、サッカー、キャ
ンプに参加する季節です。大人も一緒に、元気
を取り戻すきっかけとしたいものです。世界中
が、平和と愛で満たされ、元気になるように祈
るばかりです。素敵な夏をお過ごしください。
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総主事　光永 尚生
おもいやりとやさしさ Vol.18

COM･PASSIONⅡ

行こう　見よう　深めよう

■日 日時     ■場 会場     ■内 内容     ■費 参加費     ■定 定員     ■条 参加条件     ■持 持ち物     ■対 対象      ■催 主催     ■締 締切     ■申 申込     ■問 問合せ    ■他 その他

子ども
×

発達支援

子ども
×

安全
児童発達支援事業所
YMCAりとるすてっぷ

YMCAでは����年から発達障がいのある子どもたちの支援事業に取
り組んできました。現在は、全国��カ所で児童発達支援事業・放課後等
デイサービス・サポートプログラム等を実施しています。熊本YMCAでは、
放課後等デイサービス「自由なイルカたち」（段山本町）に続き、�カ所目
の支援事業所を開設予定です。

子ども
×

チャレンジ
新たなチャレンジをYMCAで　����夏休み こどもプログラム

この夏も子どもたちのキャンプと夏休み限定のスポーツスクールを開催します。YMCAで新たなチャレンジをしてみませんか。

■場 みなみセンター（南区田迎）、ながみねファミリー
センター（東区長嶺南）　■内 水泳教室、体操教室 他
■問 Tel ���-���-����

（音声ガイダンス みなみ[�]
ながみね[�]）

ウォーターセーフティー
キャンペーン

熊本YMCAでは「全国YMCAウォーターセーフティーキャンペーン」の一環で��年
以上にわたり、子どもたちを対象に水難事故を未然に防ぐための「着衣泳体験」を
行っています。����年からは、小学校・幼稚園等へリーダーを派遣し、児童や大人
を対象に、ウォーターセーフティー（水上安全）講習会を実施。また、水泳授業が始
まる�月に合わせ、水泳が苦手な児童を対象に講習会も行っています。

サマーキャンプ

キャンペーン内容・����年度実績

スポーツスクール
●夏休み�日間デイキャンプ　●はじめて体験
�泊キャンプ　●夏のガールズキャンプ　●昆
虫大作戦キャンプ　●フィッシング海遊びキャ
ンプ　●種子島宇宙キャンプ　●富士登山
キャンプ　●�日間のえいごデイキャンプ

�．「YMCAウォーターセーフティーハンドブック」の無償配布（熊本
市内・熊本市外の小学校�年生対象）…���校 ��,���部

�．小学校および、幼稚園・保育
園での水上安全講習会（着衣
泳体験）…��校・園　�,���名

�．水泳苦手克服プログラム「み
んな泳げる��m」講習会

　…�校　���名
■問 ながみねファミリーセンター
Tel ���-���-����（音声ガイダ
ンス［�］）

■場 YMCA熊本五福幼稚園併設（熊本市中央区魚屋町�-�）
■定 �日��名（午前�名、午後�名予
定）  開所日 月～金　※祝日・事業
所の定める休日を除く。　■対 �歳～
就 学 時 前 　   利 用 時 間  ➀ � : � � ～
��:��　➁��:��～��:��　※言語
訓練と通常療育の組み合わせで
す。言語聴覚士による個別訓練を
木曜と金曜に行います。　※ご利
用には受給者証が必要です。詳しく
はお尋ねください。
■問 Tel ���-���-����（�月�日～）
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�月��日（日）、みなみセンターのボランティアサ
ロンの第�回として「たのしく防災ワークショップ」
を開催しました。NPO法人防災WESTの早田蛍さ
ん、羽廣正樹さんを招き、出水期を前に豪雨への備
えを主なテーマとして講話とワークショップを行い
ました。小学�年生から��代の皆さんが参加。過去
に発生した豪雨災害の映像を観たり、避難情報や
ハザードマップの見方を学ぶなどしました。

ワークショップでは、グループにお題が出されま
す。「父・母・私・妹・おばあちゃんという家族構成
で、車なし、川のそば�階建てマンションの�階に居

住」という条件で、豪雨の天気予報から実際に大雨
特別警報が出るまでに、どのような行動をするの
か、書き出していきます。備えや避難行動には「これ
がダメなら、こうしよう」という複数の選択肢があ
ることがとても大切であるという講師のお話がとて
も印象的でした。

参加者から「備えが大切なのはわかっていたが、
まだまだ甘いと感じた」との声も聞かれ、改めて家
庭や地域での防災の重要性を実感した様子でし
た。

みなみセンター　丸目陽子

たのしく防災ワークショップ　ボランティアサロンを開催防災教育

野外活動クラブでは、子どもたちが年間を通して
ADVENTURE、FUN、ACTIVEの�クラスに分かれて
活動をしています。対象年齢の違いだけでなく、ク
ラス毎にテーマが分かれ、ADVENTURE（冒険心）、
FUN（楽しむ）、ACTIVE（自発的に）としています。

�月��日（日）、熊本市国際交流会館ホールで本年
度�回目の活動「発会式」を行いました。�クラスのメ
ンバー、保護者、ユースボランティアリーダーら約
���名が集まり、野外活動クラブの目的、目標、年間
スケジュールなどの確認を行いました。

その後、二の丸公園でクラスに分かれてグループ

活動を行いました。初めての参加で緊張した様子の
子どもたちもリーダーたちと遊ぶと次第にパワー
アップ。昨年度に引き続き参加した子どもたちには
友だちやリーダーとの再会を喜ぶ様子が見られ、

「今年から日帰りのクラスから宿泊のクラスに変
わって不安もあるけど、テントで寝たり、ご飯を作っ
たりするのが楽しみです」との声も聞かれました。

今後も活動に関わる全ての人たちの居場所、成長
の場となるよう活動します。

野外活動クラブ　藤本博人

「専門教育」、「キャリア教育」、「人間教育」の教育
方針に取り組む熊本YMCA学院が、人間教育の一
環として「ほめ育」をスタートしました。コロナにより
人間関係に悩む若者が増えていると言われていま
す。自己肯定感を高く持てない、人との関りが難し
いなどの悩みを解消し、学生たちの自立の力を育む
ことを目的としています。

ほめ育は、脳科学・心理学をミックスした教育メ
ソッドで、世界��カ国に広がり、教育界や企業など
の研修に導入されています。専門学校では、熊本
YMCA学院が初めての取り組みとなります。

�月��日（金）の第�回目は、ほめ育の開発者であ
る原邦雄さんとオンラインでつなぎ、会場にはほめ
育シニアコンサルタントの中園暁子さんを迎えまし
た。「自分のここが好きシート」では、学生たちが自
分の好きなところを書き込み、それをもとに学生同
士が話をして、互いのいいところを褒め合いました。
はじめは人に褒められて何だかこそばゆい様子で
したが、次第に笑顔と喜ぶ声が広がっていきまし
た。褒められること、褒めることで気持ちが前向き
になり、自信が持てる時間となったようでした。

YMCA学院　加藤泰文

熊本YMCA学院　「ほめ育」をスタート

野外活動クラブ　����年度発会式野外教育

専門学校

�月�日（木）～�日（土）、岡山県の倉敷市自然の家
を会場にYMCAせとうちが主管の全国YMCAリー
ダー研修会が行われました。全国のYMCAから���
名が一堂に会し、熊本からは私を含めた�名のユー
スボランティアリーダーと職員�名が参加しました。

今回のテーマは「Youth must go on～みえてい
ないものが ほらそこに～」。�日目の基調講演では、
絵本セラピストの都築照代さんから�冊の絵本の紹
介がありました。絵本を通して、考え方は人それぞれ
であり､自分の考えを持つことが大切であること、違

う視点に立ってモノを見ることで感じ方が変わると
いうことを改めて感じました。グループミーティング
では､「YMCAが求める社会」について話し合い､そ
れを地図にまとめました。私のグループでは愛が必
要であるという結論になり、そこから話を深めてい
きました。YMCAでの活動やそこで感じた思いなど
を語り合う中で、活動地域は違っても私たちユース
の思いはつながっているのだと感じる機会になりま
した。

ユースボランティアリーダー　木村郁美

第��回全国YMCAリーダー研修会　熊本から�名が参加ユース
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求めなさい。そうすれば、与えられる。探しなさい。そうすれば、
見つかる。門をたたきなさい。そうすれば、開かれる。

熊本YMCAの使命

▲
Facebook

共に生きる社会　生涯学習の推進　ボランティア活動
地球環境の保全　ウエルネス活動　平和な世界

熊本YMCA学院日本語科 ウクライナ学生支援募金
この春から�名のウクライナ避難者が日本語科で学んでいます。うち�名は日本財団の

支援により学費が賄われますが、�名（Sさん）は今年度支援の対象外となり学費の捻出
が難しい状況です。熊本YMCAではSさんの学費の一部を賄うために募金活動を行うこと
としました。皆様のご協力を心よりお願い申し上げます。

 使途 日本語学校年間学費��万円の内、
��万円の奨学金募金
 募金期間 �月�日（月）～�月��日（月）
募金方法はWebサイトをご覧ください。

熊本YMCA学院日本語科

��カ国からこんにちは
コロナ禍により来日が叶わなかった留学生たちが

����年度から順次入国が可能になり、熊本YMCA学院日
本語科は賑わいを取り戻しました。現在��カ国から来た
���名が在籍しています。皆さんの日本の印象、頑張りた
いこと、将来の夢などを教えてもらいました。

将来の夢は中国で自分の語学
学校をつくることです。日本に
行きたい中国人たちを助けた
いと思っています。

楊 醒晨さん
 ヨウ セイシン

日本に来て楽しいことは色々
な国からくる人に会えることで
す。将来はグラフィックデザイン
と人をサポートするようなとこ
ろで働きたいです。

GESIERICH LARAさん
 ゲシ－リヒ ララ

日本はどこにも自動販売機が
あり、びっくりしました。チャン
スがあれば日本にずっと住も
うと思っています。家のとなり
に農場を作るつもりです。

CRUZ GHYANNEさん
 クルズ ジアン

YMCAで心を開いてコミュニ
ケーションすることを学び、価
値観が広がりました。将来は他
の国にも留学してみたいです。

許 善樹さん
 キョ ヨシキ

YMCAのホテル専門学校に入
り、日本のホテルで働きたいで
す。そして自分の国に帰り、自
分のホテルを作りたいです。

TAMANG PRAKASHさん
 タマン プラカス

私は日本で良い仕事をしたい
と思っています。私の家族と一
緒に日本にいたいからです。学
校はとても面白くて多様で、外
国人とのコミュニケーションが
たくさんあります！

MARYNA ZAMIKHOVSKAさん
 マリーナ ザミコブスカ

私の夢は日本で洋服屋の会社
を作ることです。だから、日本
語の勉強を頑張っています。

SAVINDI DE SILVAさん
 サヴィンディ ディ シルワ

日本はどこもきれいで､すごい
です。将来は日本で自分の自
動車会社を作りたいです。

ALI YASIRさん
 アリ ヤシル

日本に来てたくさんの優しい
人と知り合いました。勉強も仕
事もたくさん助けてもらいまし
た。本当に感謝しています。将
来は大学で勉強したいです。

HO THI LY NAさん
 ホ ティ リ ナ

日本語の勉強とアルバイトで
身につけたスキルを活かして、
国際営業になるように全力を
尽くしていきます！

PARZIN PARTSIRITOSHさん
 パシン パットシリタット

日本が大好きです。だから大き
な希望を持っています。いつか
日本でエジプト料理レストラン
を開きたいです。

ZEINAB REFAIさん
 ゼイナブ レファイ

＝出身国　※〇内は現在の在籍者数です
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